


地球環境展

　　あなたにとって「環境」とは何ですか？

「自然環境」「環境基準」「生活環境」「環境教育」「地球環境」

「環境汚染」「環境ホルモン」「家庭環境」「環境改善」・・・・

新聞や雑誌、テレビなどからこれらのことばを聞かない日はない

ほど、最近私たちのまわりには「環境」ということばがあふれて

います。インターネットでも「環境」というキーワードで検索し

たところ、なんと600万件を超える検索結果がでました。

（2002年1月Googleによる）

　　しかし、たびたびに耳にしたり、目にしたりすることはあっ

ても「環境」とは何か？というと、答えは簡単ではありません。

それどころか、人ぞれぞれの持つ「環境」の意味は同じではない

場合もあります。「環境」とは「自然」のこと？「地球」のこと？

それとも「暮らし」のことなのでしょうか？

　　今回の巡回展にあたって、はじめにみなさんと共有しておき

たいと思ったことは「環境」というかかわり合いを感じるこころ

「環境感覚」です。人間ひとりひとりをはじめ自然の中に存在す

るすべてのものは周りとの「かかわり合い」の中にあります。

「環境」とは「自然」や「地球」のことを指す場合も「暮らし」のこ

とを言い表す場合もありますが、大切なのはそれらすべてが「か

かわり合い」の中にあるということです。

　　どのようなものでも周りと関係なく存在することはありませ

ん。それは、お互いに影響し合っているということでもあります。

「環境」は複数のコトやモノそれぞれの関係で成り立っています。

人と人。モノと人。それらの集まったモノと自分などなど。モノ

やコトその周りとのかかわり合いと考えると、自然や地球との関

係だけでなく、家族や社会と個人の関係やひとりの身体の中のい

ろいろな組織や細胞どおしの関係も「環境」と捉えることができ

ます。さまざまな場面でこのかかわり合いを意識することが「環

境」を考える上で大切な感覚です。

※広辞苑（第5版）によると「環境」とは『めぐり囲む区域。四囲の外界。周囲
　の事物。　特に、人間または生物をとりまき、それと相互作用を及ぼし合う
　ものとして見た外界。自然的環境と社会的環境とがある。』とあります。
　英語では、「空気」「水」「土地」「植生」あるいは「家庭」など人の思考や精神
　面に係わる周囲の状況を「Environment」、地理的な状況をあらわすときに
　は「Surrounding」、ほかにも「Circumstance」という言葉で表される場合
　もあります。いずれも周囲の状況を指していますが、少しずつ異なった概念
　として使い分けられているようです。

「環境感覚」？！

地球環境展

　　輪廻転生といえば仏教で使われることばですが、地球環境を

捉えるうえでの大切な考え方もあらわしています。それは循環で

す。近年「循環型社会」ということばが使われていますが、地球

は人類が存在するよりはるか何十億年も昔、宇宙に誕生したとき

から循環型といえます。その意味では循環（サイクル）はずっと前

から地球の基本なのです。

　　地球が循環型であるのは、宇宙に浮かぶひとつの閉じた環境

だからです。閉じたという意味は地球の外と内の物質の出入りが

無いということです。通常、地球の外からやってくるものは、隕

石などのわずかな小天体のほかは大事なエネルギー源である太陽

からの光や電波、電気を帯びた粒子だけであり、地球の中ではど

れも限りある物質たちが循環しています。この閉じられた環境の

中で私たちは暮らしています。

　人間は地球外で活動できる科学と技術を既に手に入れています

が、一般の人びとの活動（生活）範囲は今のところ地球を超える

ことはありませんから、生産、消費、文化、芸術など日常生活に

かかわる人間の活動のすべても地球の大きな循環の中に組み込ま

れているのです。人間の活動が地球規模で大きくなってきている

今日では、地球の物質循環に対する影響力が、時間的にも量的に

も大きくなってきています。

　　人間に「資源」と呼ばれている地球上の物質にも限りがある

わけですが、それは人間に利用されることで他の物質に変化し、

すがたを変えて地球上に存在しているということです。つまり、

地球環境の中で何かが増えているとすれば、同じくこの地球のど

こかで何かが減っているのです。もちろんその逆もあります。

「人口」「温室効果ガス」「ゴミ」などが増えているということは、

どこで何が減っているのでしょうか？

地球は閉じられた環境系

りんねてんしょう








